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市民創世会で、福島県相馬市、南相馬市の復旧・復興状況を視察研修
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森づくり国際シンポジューム＆子どもの育てたどんぐり苗植樹
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提案型市民主役事業報告会
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福島県柴宮小学校で、鯖江から｢絵本を届けよう｣贈呈式
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第21回「食アメニティコンテスト」農林水産大臣賞受賞報告会（うるしの里いきいき協議会）
	
鯖江の子どもの育つ環境について
Q　 5月に、鯖江から福島の子どもたちに「絵本を届けよう」と、4000冊以上の絵本･本を2トントラックに積んで福島の大玉村や二本松市や郡山市に伺いました。まず思ったのが、外を歩いている子どもを見かけなかったということです。校庭の除染は済んでも植垣などは放射能汚染も高い数値で屋外では遊べない状態でした。教育長さんと話しておりますと、原発事故で北西に放射能が流れ、その後、風向きが南に変わって、県内に放射能を撒き散らした。避難者を受け入れていたら、そこも村中が避難する破目になり、国からの情報は混乱していた。現在も、国から言ってくることが、次の週にはころころ変わるので、非常に困られていて、「福島県では原発を誰も安全とはもう思っていない」との言葉もありました。このような状況下、県、国の動きを待ってということで、鯖江市では原発事故災害の防災や、避難計画がまだできていない状況です。福島県での知見を生かして、原発の防災、避難計画などを考えていかなければならないことを、今回絵本を届けて実感しました。一番影響を受けるのは子どもたちです。これも今回、日本中の皆さんが福島原発事故で思われたことではないでしょうか。
今、大飯原発の再稼動前に鯖江の子どもたちの育つ安全・安心の確保を考えたら、何をおいても、鯖江市における原発の防災計画、避難計画がなければならないと思うのは私だけでしょうか。市長、鯖江の次世代を担う子供たちを考えれば、原子力防災計画、避難計画を早急に市としても策定しなければならないということを、鯖江市内の子どもたちを持つ母親を代表いたしまして、述べさせていただきます。
A副市長　議員の話をお聞きするにつけ、子どもたちの安全・安心の確保の大切さは痛感いたしております。鯖江市の将来を担う子どもたちはいわば市の宝ですので、社会環境の安全確保には努力していかなければならない。お尋ねの原子力防災計画は早急に策定する必要があると考えておりますが、国、県との整合性を取る必要があり、国の原子力規制庁の設置、それから防災方針が出されると聞いておりますので、県と一体となって、防災計画を立てていきたいと考えています。
Q　子育てにやさしいまちをうたって人口増加の反面、少子高齢で減少地区もある、その状況は？
A　理事者　市の人口は、平成12年から連続して県内では唯一増加していて、今年６月１日現在で１年前と比較しますと市全体で210人の増加、率にして0.3％です。しかし、市内10地区をみますと、地区によっての増減に偏りがあります。増加した地区は７地区、最も増加した地区は123名、1.3％の増、一方、人口減となった地区は３地区で、最も減少した地区は106人、2.3％の減少です。また、０歳から６歳の就学前の子どもさんの比較をしますと、これは４月１日現在ですが、増加した地域は３地区、最も増加した地区は18名です。一方、人口減となった地区は６地区で、最も減少した地区は24名、約10.8％の減少です。一つの地域は増減なし。

Q 　小学校では空き教室も出てくるのでは？　児童生徒の減少による空き教室の活用は？
A　理事者　児童数の減少により学級数が減ることから空き教室が増加してくることも予想される。今後、学校として有効な活用が見込めないことも考えられますので、学校の管理面を十分考慮しながら、地域の方々に有効に活用していただく場として、有効な活用策も研究をしていくことも必要になるかと思います。
地域資源を活かした個性あるまちづくりについて
Q　さばえ型都市農村交流の取り組み、規模拡大の状況は？
A理事者　学級数が昨年は、河和田地区で「うるしの里食文化戦略協議会」を立ち上げた。農家民宿･農家スティの開業にも取り付けた。今後都市農村交流員を配置し、都市と農村の交流、農業や自然体験などの企画を予定している。
Q　「幸福度の高い交流都市鯖江」とは、どのようなまちづくりか？
A市長「市民主役条例」などを通して、市民の満足度を高めたい。　　　　　　　　　　　　　　


鯖江市議会議員木村愛子（市民創世会）
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猛暑の夏です。でも、日本各地で異常気象大雨の大災害、大変な状況です。皆様お一人お一人がご健勝にてご活躍を心からお祈りいたしております。





さて、昨年7月の市議会議員選挙で、｢まちづくりの主役は、女性も参加した私たち住民です｣と訴えて3期目の当選をさせていただきました。以来、これまで同様、現場を大切に女性の視点で議員活動を行ってまいりました。市民の皆様からの様々な声を議会に、行政に届けて参りました。


昨年9月議会では「環境保全活動について」や地方分権といわれながら国の動き、情報が正しく伝わってこない状況での鯖江市の「市民主役のまちづくりについて」を、12月議会では、「福祉行政」や｢男女共同参画社会について｣を、私見も交えながら、市民の皆様の声を届けさせていただきました。


今年になって、3月議会では「再生エネルギーについて」、特に市内流域の豊富な水資源を有効利用しての小水力発電（ピコ）を通してのまちづくり･地域の活性化を議会で提案し、このほど福井県から「中山間地域におけるピコ水力発電を活用した地域活性化」の実証実験事業の認定を頂きました。


6月には、「子どもの育つ環境について」、特に原子力発電の再稼動に向けた国、県の動きに対しても、福島原発事故の検証を、知見を活かした安全安心について、を提案も含め議会活動をさせていただきました。それら内容の一端をご報告させていただきます。





6月議会


　6月議会の初日、牧野市長から市政運営にあたっての所信が述べられるとともに、市政の諸課題についての概要説明がありました。また、秋に行われる鯖江市長選での3期目の出馬表明もありました。


特に、整備新幹線問題（併行在来線の経営分離についての沿線自治体の同意を、沿線自治体の市長として行っています。今後は、駅の設置は無く、通過点になる鯖江市の沿線地域の生活環境に対する地元要望や南越駅までのアクセスや併行在来線が不便にならない公共交通機関の確保）や原子力防災の体制強化に向けての進展具合等説明がありました。このほか、鯖江公民館の改築について、今後の方針（地域住民の生涯学習やまちづくり活動、さらには中心市街地活性化の中核施設および災害時の避難施設など多面的な機能を併せ持つ施設）や23年度末の財政状況（減債基金残高12億7,200万円、財政調整基金残高21億770万円）、市債残高285億8,134万円余の見込み、また近年の多様化･複雑化する市民ニーズ、行政ニーズに的確に対応するため、プロジェクトチームを立ち上げ、迅速･柔軟な事業推進を打ち出されました。　　　裏面もご覧ください





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


























【２０１2年6月　定例議会での木村の一般質問～主な内容】　




















